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連動引戸金具 スイッチオープン納まり ソフトクローズなし
施 工 ガ イ ド

①引戸用フランス落しNo.150を戸Ⓐ・Ⓒの戸尻に取付けます。
   引戸用フランス落しNo.150の締結ねじをゆるめて、ベース部と本体を分
    離します。
②ベース部を加工部に取付け、 本体を戸の底面から差込み、締結ねじで固定
    します。

引戸用フランス落し
No.150

5.引戸用フランス落しNo.150の取付け

本体

ベース部

締結ねじ

戸Ⓐ・Ⓒ

戸
尻

■戸の吊込み

■床の金具の取付け

①戸ⒷとレールⒷ内の上部吊り車を接続します。
②戸Ⓑ先端に取付けてあるガイドピースに、戸Ⓒの下部溝を被せる
　ように設置します。
③戸Ⓒと上部レールⒸ内の上部吊り車を接続します。
④戸Ⓐも同様の手順で、ガイドピースに下部溝を被せ、上部レールⒶ
　内の上部吊り車を接続します。

①

上部レールⒶ
上部レールⒷ

加工穴
φ１４．５穴
深さ２９以上

FBストライク
（フタ付き）

戸Ⓑ

FG-160-□-C

戸Ⓒ

戸の位置調整や動作確認をし、戸
の最終位置が確定した後に穴加工
をしてください。

ご注意

戸Ⓐ・Ⓒの引戸用フランス落し
No.150のシャフトの位置に合わせ
て穴加工し、FBストライク フタ付き
を床に取付けます（２ヶ所）。  

①ガイドピース（FG-160-□-C）を取付けます（両側2ヶ所）。
　※取付け面から向かって木口面が右側の時、「L」の４ヶ穴を、
　　逆勝手の場合は「Ｒ」の４ヶ穴を使用します。

1.5

FG-160-□-C

ガイドピースの切り
欠きと、戸の下面
を合わせます。

戸Ⓑ

6.戸Ⓑの下部金具の取付け

戸Ⓑ
木
口
面

上部レールⒸ

連動引戸金具 スイッチオープン納まり ソフトクローズなし
設 計 ガ イ ド

■戸の加工寸法参考図

セーフティーストッパー本体の取付け加工寸法

■床の加工寸法参考図

FBストライクの取付け加工寸法

床

φ14.5 深さ29以上

戸の動作確認や位置調整を行い、戸
の最終位置が確定した後に、FBスト
ライクの加工位置を決めてください。

ご注意

マグネット式振止の取付け加工寸法
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引手の中心

戸先側

引手の中心

戸Ⓐ・Ⓒ 戸Ⓐ・Ⓒ

FG-770

戸Ⓐ・Ⓒ
戸
先

4.FG-770の下部金具の取付け
①戸Ⓐ・Ⓒの下部加工部の戸先の下図の位置に、FG-770を取付けます。

施 工 ガ イ ド

■金具の取付け方法
1.レールの取付け
①レールを取付ける前に、図の方向で
　 上部吊り車をレール内に挿入します。
②上枠にレールを取付けてください。

※図はAFDシステムの場合

レール

AFD-2950-K

2.セーフティーストッパーの取付け
①本体を戸Ⓐ・Ⓒの加工部に取付けます。
②ストライクを、戸Ⓑのセーフティーストッパー本体の戸当り部が当た
　 る木口面に取付けます。

ねじを取付ける際、先端が太いドライバーを使用すると、金具を傷つける
おそれがあります。
先端が細いドライバーを使用し、事前に金具を傷つけないことを確認し
た上で、取付けてください。
ねじを取付ける際、締め込みすぎると反対側の表面材がふくれるおそれ
があります。

本体

戸当り部

本体
枠枠

戸Ⓒ
戸Ⓑ

戸Ⓐ
本体

ストライク

ストライク

ご注意

3．マグネット式振止の取付け
①本体を戸Ⓐ・Ⓒの加工部に、ストライクを枠の加工部に取付けます。

本体
ストライク

戸Ⓐ・Ⓒ

戸Ⓐ・Ⓒ
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